
使ってなっとく！「はばたく群馬の指導プラン」（学級活動）編

ぼくは、友達が失敗したときに、

『だいじょうぶだよ』と励ましの声をかけよう。

友達が失敗したとき『何やってる』と

言ったら仲よくなれないよ。

そんなときはどんな「気持ちのよい言

葉」をかけるといいのかな。

『どうしたの』と失敗した友達に声を

かければ仲よくなれるのだな。

『だいじょうぶ』は友達が困っていると

きや失敗したときにつかえるのだな。

平成２６年１月２３日 第２７号

「はばたく群馬の指導プラン」第Ⅱ章を活用して、学級活動の活動内容（２）の特質に応じた「本時の活動

（話合い活動）」を授業構想した例を紹介します。

＜ １単位時間の授業のつくり方Ｐ.１２８ ＞抜粋

自己決定とつながる集団思考をさせるためには、自己決定の姿を具体的にし、話合いの内容を決めることが大切です。

＜ 活動内容(2)(3)の指導例 Ｐ.１３０ ＞抜粋

すてきな言葉 （ 小３年・１０月 ）
（ウ）望ましい人間関係の形成

友達とよりよい関係になる言葉のつかい方に
ついて、実践目標を自己決定することができる。
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友達に「いやな言葉」をかけた場面を想起させて、そ

の時にかける言葉で状況がどうなるか話し合わせれ

ば、「場面」に応じて「気持ちのよい言葉」をつかうよさ

や改善の必要性を実感できるわ。

１単位時間の基本的な授業の流れは、【集団思考

を生かした個人目標の自己決定】なのね。

「気持ちのよい言葉」を知るだけでなく、それをつかう

場面も考えさせないとよりよい友達関係は築けないわ。

本題材では、「どんな気持ちのよい言葉（何）を」「どん

な場面で（どのように）」という視点を与えて具体的に決

めさせよう。

指導プラン

【自己決定】→【集団思考】の順で授業を構想してみましょう！

【集団思考を生かした個人目標の自己決定】という話合いの流れができたわ。
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②自己決定とつながる集団思考（話合いの内容）をイメージする

①自己決定の姿を具体的にイメージする

活 動 内 容 の 特 質 を 確 認 す る

自 己 決 定 の イ メ ー ジ

指導プラン

集 団 思 考 の イ メ ー ジ

「いやな言葉」をかける場面で代わりにつかえる「気

持ちのよい言葉」を話し合わせたり、「気持ちのよい言

葉」をかける「場面」を話し合わせたりすれば、学級で

多くの解決方法が見付かるわ。


